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学術の大型研究計画に関するマスタープラン 2014 フォローアップ WS プログラム 
2014.12.27（土）東大地震研究所 1 号館２F セミナー室 
主催 日本学術会議地球惑星科学委員会企画分科会 

 

                   (午前の部）  割当時間: 重点課題#102 は 20 分発表+10 分質疑． その他は 10 分発表+15 分質疑． 

開始時刻 

マスタープラ

ン 2014 の 

課題番号 

発表者（所属） 課題名 

学術研究領域（主・副） 

※地惑では、JPGU の 

５セクションに対応 

9:00   
大久保修平 

（地惑委員長）
マスタープランの経緯と今後の見通し、及び WS の趣旨説明     

9:20
#102 

（重点） 

津田敏隆 

（京大生存研）
太陽地球系結合過程の研究基盤形成 宇宙・惑星   

9:50 #97 
植松光夫 

（大気海洋研）
機動的多元的海洋観測システム確立と運用 大気・水圏   

10:15 #99 
新野宏 

（大気海洋研）
航空機観測による大気科学・気候システム研究の推進 大気・水圏   

10:40   
高橋嘉夫 

（東大理） 
サステナブル地球科学を先導する地球化学分析拠点の形成 大気・水圏 固体地球 

11:05 #101 
中村卓司 

（極地研） 

極域科学のフロンティア---南極観測・北極観測の新展開による地球環境

変動研究--- 
大気・水圏 固体地球 

11:30 #103 
橋本樹明 

（JAXA) 
月着陸探査ミッション SELENE-2 宇宙・惑星 総合工学 

11:55～12:50 昼休 
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12:50 #104 
倉本 圭 

（北大理） 
太陽系生命前駆環境の実証的解明のための統合研究プログラム 宇宙・惑星   

13:15 #105 
入舩徹男 

（愛媛大理） 

高圧地球惑星科学コンソーシアム：新しい超高圧・量子ビーム技術が先導

する先端的地球惑星科学研究の推進 
固体地球   

13:40 #106 
西 弘嗣 

（東北大博） 
掘削科学を用いた全地球システムの解明 固体地球   

14:05 #109 

豊田岐聡・寺

田健太郎 

（阪大理） 

CQH と MULTUM で拓く宇宙・地球・生命科学 固体地球 化学 

14:30 #107 
田中宏幸 

（地震研） 

極低雑音・大口径ミューオン検出器リニアアレイによる、火山ダイナミクス統

合研究計画 
固体地球   

14:55 #108 
平田直 

（地震研） 

海底地震・地殻変動観測網の整備と海陸地震火山観測に基づく地震発生

及び火山噴火予測研究の推進 
固体地球 人間圏 

15:20   

藤井良一 

（地惑副委員

長） 

まとめ（講評）（今後の予定のアナウンス）     

15:30 散会     

  
Notice:  
企画分科会（Closed）  ビジネスランチ（12:00-12:50）、及び散会後、の意見交換会（1 時間）  



海底地震・地殻変動観
測網の整備と海陸地
震火山観測に基づく地
震発生及び火山噴火
予測研究の推進 #108
Prediction research on earthquakes and 
volcanic eruptions with on- and off-
shore observations using seafloor and 
borehole systems

12014/12/27

1. 学術研究領域:
固体地球科学・地球人間圏科学

2．計画タイトル（日本語）

3．計画の英文タイトル

提案者： 東京大学地震研究所長 小屋口剛博
説明者： 連携会員 平田直

大型研究

計画の概要
海底での地震・地殻変動観測網整備
を軸とした観測体制の飛躍的な強化

2

アジアを中心として進められる
Future Earth の概念に沿った

持続可能性向上

予測システムの構築

2014/12/2
7

スマトラ
地震（イ
ンド洋大
津波）

フィリピン・ピナツ
ボ火山の噴火

新しい予測科学の創出

地震・火山噴火現象の解明

持続可能な
社会構築へ

の貢献 大型研究

①学術的価値

【自然災害の予測科学】

 巨大地震や大噴火の予測手法の確立により、地震火山災

害の軽減化： 災害誘因(ハザード）の予測

【沈み込み帯の地球科学】

 地震及び火山噴火現象の本質を知ることと地震発生・火山
噴火に至る物理・化学過程の実証的な理解

【固体地球の予測科学】

 地震学、火山学、測地学、物質科学、地球化学、計算地球
科学を統合した新たな「固体地球の予測科学」の創成

【持続可能な地球の科学】

 アジアを中心として進められるFuture Earth の概念に沿った

持続可能性向上のための統合的な研究・教育・環境情報の
ネットワークを構築、研究者と社会のステークホールダーと
組んだ、地域から地球レベルの持続可能な環境形成

32014/12/27

直接的な意義

間接（波及）的な意義

大型研究

①学術的価値：国内外の研究動向と
当該計画の位置付け

• 沈み込み帯の地球
科学研究は日本の
研究グループが世
界をリード（Hi‐net, 
GEONET)

• 海底地震観測研究
で世界をリード

• 国内の研究では、
共同研究体制が確
立

2014/12/27 4

高感度地震計
Hi-net：710

強震計
KiK-net：680

広帯域地震計
F-net：73

大型研究



Sato et al. (2005,Science)

Obara (2002, Science)

Kato et al.(2010,GRL)

①学術的価値：プレート境界型巨大地震発生予測研究

低周波微動・ゆっくり滑りの発見

プレート上面のイメージング

松澤(2001)

アスペリティモデルの提唱（第1次新地震予知研究計画）

沈み込む海洋プレートと陸側プレートの境界面の模式図
プレート内の間隙水圧イメージング

52014/12/27 大型研究

ゆっくりすべりの伝播⇒
巨大地震

62014/12/27

東北地震の直前

大型研究

Science, 335, 705‐708, 2012.
①学術的価値

2014/12/27 大型研究 7

固体地球科学の科学・夢ロードマップ
～稠密観測･極限実験･高感度分析が拓く固体地球科学～

惑星「地球」のシステム
全容を理解し予測する

海陸常時稠密観測と高
精度予測

地震・火山噴火予知手
法高度化

②科学者コミュニティの合意（１）（ロードマップでの位置づけ１）

2014/12/27 大型研究 8

地球人間圏科学の科学・夢ロードマップ
～持続可能な日本，アジア，世界の実現への道～

リスクマネジメント研究：
地震、津波、火山災害、
自然災害軽減、複合的
リスク管理

②科学者コミュニティの合意（１）（ロードマップでの位置づけ２）



②科学者コミュニティの合意（２）
• 地震予知研究は1965年から約49年間，火山噴火予知

研究は1974年から約40年間，全国の大学･研究機関が

気象庁や地方自治体等の防災関係機関と協力し，組
織的に研究を推進

• 5年に一度のレビューと，計画作成による「地震予知研
究・火山噴火予知研究」の実施：現計画は，2014－
2018年度：科学技術学術審議会・測地学分科会が建
議(ボトムアップでの計画立案）

• Collaboratory for the Study of Earthquake
Predictability (CSEP)（地震発生予測可能性国際共同
実験）の一翼を担う国際的活動(2009‐)

2014/12/27 9大型研究

②科学者コミュニティの合意（３）
• 2010年から地震火山科学の共同利用・共同研究拠点で

ある東京大学地震研究所が地震火山科学の共同利用・
共同研究拠点となり，全国の14大学・16部局及び研究機

関の研究者と連携して，地震予知・火山噴火予知研究を
実施．

• 現計画（2014－2018年度）は、2013年11月に科学技術

学術審議会・測地学分科会が「災害の軽減に貢献する
ための地震火山観測研究計画の推進について」を建議
(ボトムアップでの計画立案）、2014年4月から開始された

• 2014年から地震研究所と京都大学防災研究所が拠点

間連携共同研究委員会（地震研，防災研）を設置して
連携研究を開始

2014/12/27 10大型研究

③計画の実施主体：主な研究実施機
関及び組織

– 東京大学地震研究所（全国共同利用･共同研
究拠点）に設置された地震･火山噴火予知研究
協議会を中心に

– 全国の14の国立大学法人、2つの私立大学

– 防災科学技術研究所、海洋研究開発機構、産
業技術総合研究所、情報通信研究機構

– 国土地理院、気象庁、海上保安庁

11
2014/12/27 大型研究

地震研究所の共同利用・共同研究拠点の機能を
最大限に利用

④社会的価値（国民の理解、知的価
値、経済的・産業的価値など）

• 東海地震予知体制の整備（1978年6月大規模地
震対策特別措置法；2003年７月新情報体系）

• 全国地震動予測地図（2005年7月から毎年）

• 緊急地震速報（2007年10月）

• 火山噴火警戒レベルの導入（2007年12月）

• 地震調査研究推進本部の「新総合・基本施策
（2009年）」では， 「地震及び火山噴火予知のた
めの観測研究計画の推進について（建議）」に基
づく基礎研究の成果を取り入れて推進

• 伊豆東部における地震活動予測（2010年9月）

122014/12/27 大型研究



海底津波計TM1海底津波計TM2

津波防災への貢献

13

全長120km

14:46 地震発生 15:14 GPS津波計で6.8m
を観測

14：49津波
警報の発
表

14：50岩手
3m,宮城6m,
福島3m
（大津波

警報）

15:14津波警報の更
新 岩手6m,宮城
10m以上,福島6m
（大津波警報）

15:30 津波警
報の更新

15:31 岩手～
千葉九十九
里･外房10m
以上（大津
波警報）

15:30

2014/12/27 大型研究

ケーブル式観測システムによる津波の観測

経済的・産業的価値

④社会的価値
災害の軽減に貢献するための地震火

山観測研究計画の推進について

• これまでの方針：自然現象としての地震・火山噴火の
予知に基づいて災害軽減への貢献を追求

• 新計画の方針 ：それに加えて，災害を引き起こす地
震動・津波・火山灰や溶岩の噴出などの予測にも力を
注ぎ，地震・火山災害の発生・推移を総合的に研究す
ることにより，防災・減災に貢献する災害科学の一部
として推進する方針に転換。

142014/12/27 大型研究

平成２５年１１月

⑤大型研究計画

＜背景＞

「災害の軽減に貢献するための地震火山観測研究計画の推進について」（平成２５年１１月建議）の概要「災害の軽減に貢献するための地震火山観測研究計画の推進について」（平成２５年１１月建議）の概要

東日本大震災を踏まえた今後の科学技術・
学術政策の在り方について
（平成25年１月建議）

・「社会のための，社会の中の科学技術」等の観点
・地震研究等について，人文・社会科学も含めた

研究体制の構築など総合的かつ学際的な推進
など

東日本大震災を踏まえた今後の科学技術・
学術政策の在り方について
（平成25年１月建議）

・「社会のための，社会の中の科学技術」等の観点
・地震研究等について，人文・社会科学も含めた

研究体制の構築など総合的かつ学際的な推進
など

外部評価 （平成24年10月）

個々の研究の中には，世界をリードする研究も
含まれ，学術的には高く評価。

一方，改善すべき点として，以下が挙げられる。
・国民の命を守る実用科学としての研究を推進
・低頻度・大規模な地震・火山噴火研究の充実
・中・長期的な研究目標の設定 など

外部評価 （平成24年10月）

個々の研究の中には，世界をリードする研究も
含まれ，学術的には高く評価。

一方，改善すべき点として，以下が挙げられる。
・国民の命を守る実用科学としての研究を推進
・低頻度・大規模な地震・火山噴火研究の充実
・中・長期的な研究目標の設定 など

地震火山現象予測のための観測研究地震火山現象予測のための観測研究

地震火山現象の解明のための観測研究地震火山現象の解明のための観測研究

地震及び火山噴火予知のための観測研究計画（平成21～25年度） （平
成20年7月建議） ・地震予知研究と火山噴火予知研究の統合

推進体制の
整備

研究基盤の
開発・整備

関連研究分野と
の連携の強化

社会との共通理
解の醸成と災害

教育

人材の育成
国際共同研
究・国際協力

④研究を推進するための体制の整備

災害の軽減に貢献するための地震火山観測研究計画
●計画（平成26年～30年度）のポイント

長期的な視点に立ち，以下のように地震火山観測研究計画を災害科学の一部として推進する方針に転換。その最初の５年間と位置付ける。
・地震や火山噴火の現象を理解し，地震や火山噴火の発生を予測するほかに，地震動，津波，降灰，溶岩噴出などの災害の直接的な原因（災害誘因）の

発生・推移を予測し，防災・減災に貢献する計画。
・これらの研究を実施するために，地震学・火山学を中核として，そのほかの理学，工学，人文・社会科学分野と連携し，総合的かつ学際的研究として推

進。
・例えば，東北地方太平洋沖地震，南海トラフの巨大地震，首都直下地震，桜島火山に関して，下記の①～④の項目を含む横断的な研究として実施。

防災・減災に貢献することを目指し，地震や火山噴火の
発生から災害に至るまでの過程を史料，地質調査，観測
記録から理解し，地震動，津波，降灰などの災害誘因の
予測の研究を推進。

・地震・火山噴火の災害事例の研究
・地震・火山噴火の災害発生機構の解明
・地震・火山噴火の災害誘因の事前評価手法の高度化
・地震・火山噴火の災害誘因の即時予測手法の高度化
・地震・火山噴火の災害軽減のための情報の高度化

③地震・火山噴火の災害誘因予測のための研
究

②地震・火山噴火の予測のための研究

地震や火山噴火現象の科学的理解を踏まえ，地震発生
や火山噴火，地震活動や火山活動の予測の研究を推進
する。

・地震発生長期評価手法の高度化
・モニタリングによる地震活動予測
・先行現象に基づく地震活動予測
・事象系統樹の高度化による火山噴火予測

①地震・火山現象の解明のための研究

地震や火山噴火を科学的に理解するための基礎的な観
測研究を推進。特に，低頻度で大規模な現象の理解のた
め，史料,考古,地質データも活用。

・地震・火山現象に関する史料，考古データ，地質データ
等の収集と整理

・低頻度大規模地震・火山現象の解明
・地震・火山噴火の発生場の解明
・地震現象のモデル化
・火山現象のモデル化

新たな観測技術の開発新たな観測技術の開発

超巨大地震とそれに起因する現象解明・予
測のための観測研究

超巨大地震とそれに起因する現象解明・予
測のための観測研究

※計画の実施機関 文部科学省・総務省・経済産業省・国土交通省所管の大学・独立行政法人等2014/12/27 大型研究 15

現象解明 現象予測 災害誘因予測

災害を予
防する

災害から
回復する

災害を予
め知る
（予知）

162014/12/27

「災害を引き起
こす地震・火山
噴火現象」の理

解と予測

地震や火山噴火を
引き起こす環境＝地球

今期地震火山観測研究計画

前期計画

災害の軽減

新たな学術・教育の取り組み

？

？

大型研究



データ同化⼿法の改善と南海地震⻄⽅への観測網展開の必要性
地震発⽣予測システムの⾼度化

17

リアルタイムデータに合うようにパラメタ
や初期値の改善する逐次同化⼿法を導⼊

リアルタイム震源メカニズム推定＆津波予測システムの開発

プレート内を含む常時断層すべり推定

DONET水圧計でとらえられる変動から
プレート境界すべり以外を除去

地震発生サイクルの
フォワード計算と同程
度の大規模計算が同
化時にも必要
↓
次世代ES機を定期的
（毎日／毎週）に使っ
て逐次同化計算を実
行する計画

３次元地表面形状
＆不均質構造を
考慮した
グリーン関数

NEC SX‐ACE

リアルタイムデータと多数シナリオの⽐較
によるシナリオ選択にもとづく推移予測

過去の起こり方の再現＆起こり得る色々な
シナリオを計算
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現象の予測研究
17臨時
観測点

新世代の稠密観測
例：200臨時観測点

2014年11月22日長野県北部の地震余震観測
11月20日~

12月6日~12月18日
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現象の理解研究

浅草寺境内では，観音堂の屋根が破損し，
五重塔の九輪が曲がったものの，双方の
建物は倒壊しなかった．しかし，雷門の雷
神は倒れ落ち，境内の建物は多くが倒壊
し，周辺の寺院群は倒壊・焼失した.

柳島町（上図左側）では，町屋が軒
並み大破・倒壊しており，また，通り
の南側にある武家屋敷でも長屋など
が大破・倒壊し，その後火災により焼
失した．
亀戸天神社（上図右側）では境内の
建物は大破しており，その周辺の武
家屋敷や町屋には倒壊が多かった．
横十間川に架かる天神橋は無事な
ようであるが，絵図の右端から起こっ
た火災によって門前町が焼失した．

深川の被害は他の場所よりも激しく，武家
屋敷や町屋は大破・倒壊し，直後の火災
で焼失したりして，無事な家は一軒もな
かった．永代寺の門前仲町では，町屋や
土蔵が大破・倒壊しており，直後に起こっ
た火災で壊滅的な被害を受けた．

芝神明宮ともいわれる芝大神宮前の門前町では町屋や土蔵が
大破・倒壊した．絵図には，倒壊した家の下敷きになった人がい
ないかどうか，棒を持って探している人が描かれている．また，
絵図の右端に描かれている芝大神宮の境内では，破損した建
物はあったが本殿は無事であり，幸いにもここで火災は発生しな

絵図の左下から右上へ東海道が通っており，堀川には京橋が架けられて
いた．十字路に面した商家は土蔵造であり，他所から火災に対して延焼し
にくい構造であった．絵図からは，これらの商家が地震で破損したものの
倒壊には至らなかった様子がわかる．しかし，直後に発生した火災によっ
て，これらの商家を含む町内の町屋は焼失してしまった．

半蔵御門では，門の屋根瓦や白壁が崩れ落ちただ
けでなく，門に連なっていた石垣が崩壊して内堀へ
なだれ落ちた．この絵図は，実際に見た人の話を聞
いて描かれたものであるが，石垣の切石や松の崩
れた様子が見てきたかのように描写されている．

江戸城の見付（枡形の城門が
ある番所）は36ヶ所あり，全て
の見付で何らかの破損があっ
た．四谷御門の渡櫓門では，
屋根瓦と白壁が崩れ落ち，石
垣は孕み出しているが，門その
ものは崩壊していない様子が
わかる．

本郷・湯島・神田の辺りは台地で水はけが
良いため，味噌屋が地下に麹室を作って
いることが多かった．本郷新町屋では，町
屋などが9軒倒壊しており，そのうち三河
屋彦兵衛などの住居が，その地下にあっ
た麹室の中に崩れて落ち込んだ．ここには
壊れた麹室を覗き込む人が描かれている．

『安政見聞誌』が伝える
安政江戸地震による被害状況の一部

人文社復刻版御江戸大絵図（原本刊行年：天保十四年（1843））協力：こちずライブラリ ※部分図

災害の予知：学際融合研究
人文社会科学との連携

（例）歴史学
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「災害の軽減に貢献するための地

震火山観測研究計画」以外の経
費も含む
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研究計画の進捗状況

2014年度までに整備

された海底地震・地殻
変動観測網システム

S‐net （防災科学技術研究所）
DONET （海洋研究開発機構）
→ 政策誘導的研究開発

（防災対策）

大学のケーブルシステム；
→ 学術研究

Hi‐netと同様に、すべて

のデータが学術コミュニ
ティーに公開される

学術コミュニ
ティの提案

提言１ 国は海域における地震津波調査観測網を
いっそう整備すべきである。

日本周辺の海底地震津波観測網を整備し、地震
時における津波警報発令までの時間を少しでも
短縮することがきわめて重要である。観測網の設
置および維持更新は、国が責任をもって行うべき
である。

地球惑星科学委員会（２０１４年９月３０日）


